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＜本年度会長テーマ＞ 『 皆で手を取り合おう、ＤＥＩの下で 』

広島安佐ロータリークラブ

2022年8月4日(木) 第1037回例会

広島陵北RC・広島安佐RC合同

ガバナー公式訪問

4階 ロイヤルホールⅢ

会長時間

本日は国際ロータリー第２７１０地区ガバナー石

川良興様、グループ６ガバナー補佐古谷幸一様、ガ

バナー随行幹事福谷正道様、ガバナー補佐幹事村上

知史様をお迎えしての例会となっております。例会

終了後「クラブフォーラム」が行われますので会員

の皆様宜しくお願い致します。

特に石川ガバナーには卓話もお願いしております。

ご教示の程宜しくお願い致します。

RI会長ジェニファー･ジョーンズ氏のＩＭＡＧＩ

ＮＥに沿った石川ガバナーの重点方針（ＰＥＴＳ時

の講演の５項目について）である以下の５項目

i 健康寿命を延伸

ii ５大奉仕と7つの重点分野の遂行

iii 財団支援

iv ロータリーの公共イメージ向上

v 会員の増強

を陵北ロータリークラブと協議し、3項目を本日

のフォーラムのテーマとして決定しました。

Ⅰ健康寿命の延伸

Ⅱロータリーの公共イメージ向上

Ⅲ会員の増強 この三つです。

特に三つ目の課題は今月の特別月間にあたりま

す。

石川ガバナーは地区委員会方針の中で、①退会防

止の検討②地区会員増強指針③女性会員や、若い会

員の増強指針④新クラブ結成指針（衛生クラブ等）

⑤小規模クラブへの支援⑥新会員へのオリエンテー

ションマニュアルの作成と丁寧な説明及び親睦の推

奨。等を謳われております。

さて、今月は御案内の様に特別月間として「会員

増強・新クラブ推進月間」となっております。会員

増強は永遠のテーマですが、特に広島安佐ロータリ

ーは、今年度多方面の方の知恵をお借りして、増強

に力を注いで参りたいと思います。

特に石川ガバナーには、多くの方法論をご伝授頂

きますれば幸甚に存じます。

また、ガバナー信条にも掲げておられます「人生

100年時代に向けて、健康寿命を延ばそう」～がん

・生活習慣病の予防～ですが、広島安佐ロータリー

も当然卓話等を実践するなかで、意識高揚を図って

参りますが、特に若い世代の人達の意識付けが肝要

である事は皆様周知の事と思います。私共は「提唱

ロータリーとしてインターアクトクラブ崇徳学園」

と共に活動している事から「がん予防講演会」を毎

年学校で実施しておりますが、今年度もパンデミッ

ク次第ですが、実施して参りたいと考えております

ので、石川ガバナーには、この点も宜しくサポート

を頂けるようにとお願いいたしまして、会長時間と

させて頂きます。

「ガバナー卓話」

「人生100年時代に向けて、健康寿命を延ばそう」

～がん・生活習慣病の予防～

2022-23年国際ロータリー第2710地区

ガバナー 石川 良興 様

皆さん、こんにちは。陵北ロータリークラブ、安

佐ロータリークラブともに、親睦や奉仕、財団活動

に精力的に取り組んでおられますことに敬意を表し

ます。

（医師の立場から）新型コロナウイルス感染症に

対して、過剰に恐れないでいただきたい。政府方針



に従い、広島県でも行動制限が出ていないなら、自

ら移動に制限を設ける必要はありません。その上、

現在第２類にカテゴライズされているこの疾病を早

くインフルエンザ並みの５類に変更してもらいたい

と考えます。

【イマジンロータリー】

さて今年度のジェニファー会長のテーマは「イマ

ジンロータリー」です。わたしは人生100年時代に

向けて健康寿命を延ばす―ガン・生活習慣病の予防

―をイマジンしようと思います。皆さんもイマジン

しましょう。イマジンとは想像（そうぞう）である

とともに創造（そうぞう）であるとわたしは考えて

います。

1905年以来、ロータリーは常に進化してきまし

た。特に最近はその変化が劇的です。ロータリーE

クラブの誕生、RLIに日本加入、衛星クラブ、ロー

ターアクトクラブの変革、IT化ではマイロータリ

ー、Zoomの導入、ロータリー文庫・ロータリーの友

の電子化など枚挙にいとまがありません。

【適応と改革】

ロータリーの会員減少を抑えるためには組織改革

が必要です。未来形成委員会は現在のガバナンス体

制のままではロータリーは衰退するばかりと、一つ

の提案を出しました。それは試験的なパイロット地

区を指定し、たとえば日本では34地区を102セッシ

ョンに分けるというようなことが言われています。

ロータリーの不易の部分、5つの中核的価値観は

変えてはなりません。親睦、高潔性、多様性、奉

仕、リーダーシップ、これらはロータリアンである

限り忘れてはならない。

これに対してロータリービジョンの声明が発表さ

れました。ジェニファー会長は仰います。「想像し

てください。わたしたちがベストを尽くせる世界

を。そのためには適応と改革が必要です。DEIによ

り会員それぞれが責任と役割を担う参加型の奉仕が

求められます。『イマジンロータリー』のもとでク

ラブを挙げて世界にもたらせる変化を想像し、実現

のためロータリーの力とつながりを活かしていきま

しょう」と。

【DEIでイマジン】

DはDiversity、ロータリーは幅広い文化、多彩な

経験、色々なアイデンティティーの人を歓迎する多

様性が必要です。

EはEquity、ロータリークラブでは会員の公平な

扱いと機会の均等に努めましょうと。

IはInclusion、ロータリーはあらゆる人が尊重さ

れ大切にされるクラブの環境作りを目指します。

インクルーシヴなクラブには居心地の良さがあり

ます。他者を大切にする思いやりの心、異なる者を

受け容れる柔軟さ、他者から学ぶ謙虚な姿勢など、

まずは相手の心の中をイマジンするところから出発

したいものです。

【健康寿命を延ばそう】

わたしの信条としましては、人生100年時代に向

けて健康寿命をイマジンしましょうということで

す。

健康寿命を延ばすために、田原PGに講演していた

だきました。

五大奉仕の七つの重点分野（地域経済の振興、水

と衛生、疾病の予防、国際紛争の防止、母子の健

康、識字率の向上、環境）を遂行するため晝田PGに

お願いしました。

そのためには財団のお金が必ず必要です。これは

藤中PGにお願いしております。

重点項目への奉仕が社会貢献であり、それによっ

て会員の成長が促され親睦が深まります。その社会

貢献を公共イメージ向上のため新聞・マスコミに訴

えましょう。ロータリーはお金持ちの集まりではな

く、素晴らしい奉仕活動が出来る集団だということ

を認識してもらえば自ずと会員も増えるのではない

でしょうか。

まずロータリアンにお願いしたいのは禁煙です。

わたしはかつて産業医や校医の立場から、それぞれ

の環境で禁煙を呼びかけました。最初はいろいろ抵

抗もありますが、頑張ればやがてその思いも広がっ

ていきます。加熱式タバコで落ち着くのではなく、

是非スパッと禁煙を実施しましょう。

アンチエージングには幼児期から取り組まなけれ

ばなりません。昔は小さく産んで大きく育てると言

われたのが、現代医学の知見では、小さく産むと生

活習慣病の発症リスクが高くなります。また女性の

方は思春期までに体格が決まります。そこでカルシ

ウムの補給をしっかりしておかないと骨粗しょう症

の原因になります。こうしたことを各クラブでは卓

話のテーマとして取り入れていただきたいと思いま

す。

【奉仕の重点は】

奉仕活動の中では、日本支部から特にポリオ、環

境、公共イメージの向上が求められています。環境

では海洋汚染の問題に取り組みます。行政でも瀬戸

内オーシャンズXというプロジェクトを、広島、岡

山、香川、愛媛4県の知事が応援してやっておられ

ます。マイクロプラスチックは魚の体内に留まるの

で深刻です。海に浮遊するゴミは全部県民の捨てた

ものになります。瀬戸内海をきれいな海にというこ

とで、地区大会でもロータリアンへの啓発を図りた

いと思います。

ポリオデーは11月に、前年度マツダスタジアム周

辺で行った活動に近いことを計画しております。全

世界からの撲滅もあと一歩です。ただその微小な部

分を埋めるのにどのくらいの資金が必要かは予測で

きません。ただ続けていかなくてはならないので

す。

地区補助金について、陵北ロータリークラブは通



算4件の申請で1件採択、安佐ロータリークラブは13

件の申し込みで11件受理となっております。これか

らも活用していただくよう宜しくお願いします。残

念なことに、今年はコロナ禍とは言え申請が14件

413万円に止まっております。1500万強の予算があ

りますので、次年度は是非予算をオーバーしていた

だきたいものです。

米山奨学金につきましては、奨学生受け入れクラ

ブには、是非支給分の120万円応分の寄付を行って

ください。

財団年次基金もクラブ会員一人当たり150ドルを

目標に取り組んでいただきたいと思います。

【ロータリーへの希望】

ロータリーはお金持ちの道楽ではありません。奉

仕の理想実現のため様々な社会貢献を行っていると

いうことを広報してください。ロータリーに対する

一般の誤解や偏見を改めてもらう努力をしましょ

う。かつては陰徳の美なるものがロータリアンの奥

床しさとしてもてはやされておりましたが、それは

もう違うのではないかと思います。

諸外国から、何で日本はこんなにダメになったん

だと言われます。その一つはロータリアンの数で

す。そして二番目は寄付金の額だと。韓国には遠く

離され、台湾とはトントンかそれ以下。日本も元気

になれと逆に叱られています。元気になるのにはや

はり中核的価値観（親睦、高潔性、多様性、奉仕、

リーダーシップ）に基づいて行動する以外にはない

わけでしょう。

安佐ロータリーが出来た1998年には4,300名を数

えた第2710地区ロータリアンも、今や3,100名にま

で減っております。3,000の大台を死守するつもり

で退会防止に努めたいと考えます。

そろそろ世の中も良い方向に向かうと思います。

今年度は、クラブを活性化するための1年間と位置

づけ、せいぜいイマジンして大きな夢と希望を持っ

て行動しましょう。素晴らしい1年になることを願

っております。皆さんのご協力をお願いいたしま

す。 （広報・会報委員）

幹事報告

１.BOX配布物

・ガバナー月信、とロータリーの友

・本日の合同例会・フォーラムの次第

・2022-23年度の在広ロータリークラブ会員名簿

・10月14日～16日の地区大会の登録案内とプログラ

ム

・ロータリー日本財団の令和4年１月～6月までの確

定申告用寄附金領収証

※再発行できませんので、大切に保管して下さ

い。BOXにない方は、８月の会費請求書と一緒

に郵送しております。

２.休会

・8月10日(水)広島東RC・広島陵北RC

（両クラブともメークアップ受付あり）

・8月12日（金）広島南RC

・8月15日(月)広島東南RC/

広島中央RC(メークアップ受付有り)

・8月16日(火)広島RC・広島安芸RC 

（両クラブメークアップ受付あり）

・8月17日(水)広島陵北RC

(メークアップ受付あり）

・次週8月11日(木)は休会となっておりますので、

よろしくお願いいたします。

8月4日(木) 第 1037 回

本日のプログラム

「ガバナー卓話」

人生100年時代に向けて、健康寿命を延ばそう

～がん・生活習慣病の予防～

2022-23年国際ロータリー第2710地区

ガバナー 石川 良興 様



ニコニコ箱

￥28,000 累計￥88,000
☆国際ロータリー第2710地区

ガバナー 石川 良興様

☆国際ロータリー第2710地区グループ6

ガバナー補佐 古谷 幸一様

☆岡本会員・横手会員・岡田会員

RI2710地区ガバナー石川良興様、G6ガバナー補佐

古谷幸一様、随行幹事福谷正道様、ガバナー補佐

幹事村上知史様、本日は広島陵北広島安佐RC合同

クラブフォーラムにお越し頂き、感謝申し上げま

す。特に石川ガバナーにおかれましては、卓話も

頂戴することになっております。宜しくご指導賜

りますようお願いいたします。

広島陵北RC・広島安佐RC

ガバナー公式訪問

合同クラブフォーラム

ロイヤルホールⅡ

8月4日（木）

8月度第1例会。 通算 第1037回例会は、先々週に

続き親クラブの広島陵北ロータリークラブさんとの

合同例会となりました。

本日は、2022-2023年度 国際ロータリー第2710地

区ガバナー 石川良興様をお迎えしての、ガバナー

公式訪問です。石川ガバナーはじめ、国際ロータリ

ー第2710地区 ガバナー随行幹事 福谷正道様、国際

ロータリー第2710地区グループ6 ガバナー補佐 古

谷幸一様、グループ6 ガバナー補佐幹事 村上智史

様にもお越しいただきました。

例会では、陵北ロータリークラブさんの米山奨学

生・封帆（ふうほ）さんへ奨学金授与が行われまし

た。今年度、安佐ロータリークラブは、米山奨学生

の受け入れがないので、封帆さんにゲスト卓話に来

ていただく予定になっています。封帆さんよろしく

お願いします。

そして本日の卓話は、ガバナー信条「人生100年時

代に向けて、健康寿命を延ばそう」～がん・生活習

慣病の予防～について石川ガバナーにお話しいただ

きました。

冒頭「コロナを気にし過ぎてはいけません！」と

石川ガバナー。 そこで一気に気持ちを掴まれ、そ

こからは石川ガバナーの世界に引き込まれる感じで



卓話が進みました。石川ガバナーは医師なので、説

得力のあるとても為になる内容で、パワポによる解

説を交え分かり易くお話いただきました。途中、合

間合間で「チコちゃん」が登場するシーンがあり、

会場が和みました。石川ガバナーの「私が言ってい

るんじゃないですよ。チコちゃんが言っているんで

す」という表現が何ともチャーミングだったので、

いつか私も使わせていただこうと思っています。

例会終了後は会場を移して、ガバナー公式訪問

クラブフォーラムを開催しました。

クラブフォーラムは、A・B・C 3つのテーブルに分

かれ、それぞれの議題に添った意見交換となりまし

た。

Aテーブルは「健康寿命を延伸することについ

て」、Bテーブルは「ロータリーの公共イメージに

ついて」、Cテーブルは「会員増強について」で

す。

先々週の模擬会議は欠席者が多かったのですが、

公式ではたくさんの皆さんが参加され、より内容の

濃い会議となりました。

途中、石川ガバナーはじめゲストの皆様、両クラ

ブの会長が各テーブルを回って、協議に参加し意見

交換などもされました。

その後、それぞれのテーブルの発表者が、グルー

プの意見をまとめて発表。

続いて、「新会員のオリエンテーションと親睦に

ついて」と「ガバナー公式訪問が初めての会員」と

いう題目で、各クラブから1名ずつ発表しました。

最後に、石川ガバナーの講評で、両クラブの奉仕

活動の状況や寄付金などの現状認識から今後の活動

に向けて導きをいただきました。

フォーラム終了後は、参加者全員で記念写真の撮

影をし、2022-2023年度 国際ロータリー第2710地区

ガバナー 石川良興様をお迎えしての、ガバナー公

式訪問を終えました。

今回のガバナー公式訪問に際し、ご尽力いただい

た会長・幹事・副幹事そして事務局の皆さん、お疲

れ様でした。

石川ガバナーが講評の中で、「この２クラブはと

ても仲がいいので、これからも若いクラブとして、

型にはまらず両クラブ協力の元、大いに活躍してく

ださい」と評価をいただいたので、これ迄以上に、

陵北ロータリークラブさんと交流を深め切磋琢磨

し、相互でロータリークラブを盛り上げて行ければ

と思いました。

（広報・会報理事 中村 富子）

出席報告 第1035回 7月21日

会員数 19名(内免除1名) 出席率94.44％

出 席 16名 ご来賓 2名

欠 席 3名 ご来客 0名

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 1名 ゲスト 0名

2022年8月18日(木) 第1038回例会

32階 ダイヤモンドルーム

会長時間

7月29日に行われた「カープ観戦夏の家族例

会」、皆さまお疲れ様でした。試合の方は危うくノ

ーノーゲームになるところでしたが、行事的にはイ

ンターアクトメンバーも14名と多くの参加があり、

盛り上がりを見せた様に思います。特に岡田委員長

を始め、親睦委員の皆様、中村インターアクト委員

長には特段のお骨折りを頂き感謝致しております。

さて、その前週は広島陵北ロータリークラブとの

合同クラブ協議会。先々週は国際ロータリークラブ

代2710地区の石川良興ガバナーの公式訪問、と重要

な行事を立て続けに熟して頂き、各委員長の皆様に

は大変感謝申し上げます。



「理事役員就任挨拶」

さて今月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」

です。RI会長ジェニファー・ジョーンズ氏は「ロー

タリーでの参加型の奉仕、人間的成長、リーダーシ

ップ開発、生涯にわたる友情こそが、目的意識と熱

意を生み出します」と力説されています。地域社会

を大切にし、世界をより良い場所にしたいと感じて

いるロータリアン候補者は、必ず皆さんの周りにも

大勢いる筈です。その候補者を見つけ、ゲストとし

て次の例会に誘うこと。これが会員増強の第一歩で

す。会員皆様方が「候補者を一人は誘って来る！」

という意識を持ち、知人に声をかけることが出来れ

ば、その中から、必ず新しいロータリアンが生まれ

るでしょう。今月は是非ともその声掛けにご協力を

お願い致したく思います。

更に、ジェニファー氏は「会員の積極的な参加を促

すために、ロータリーには『適応と改革』が必要だ

とし、ロータリーでの私たちの役割は、各会員の参

加を促すための適切な『部品』を見つけること、詰

まるところ、大切なのは会員にとっての快適さの提

供と会員への配慮ということです。積極的な参加こ

そが、会員の維持にとって重要であり、会員がロー

タリーに何を期待するかを尋ねた上で、果たしがい

のある責任を会員に与えることが必要だ」と述べて

います。

是非今月は会員増強と、会員維持について「イマジ

ン」し、広島安佐ロータリークラブの未来を描いて

見てください。

以上で会長時間を終わります。

副会長理事/会長エレクト/幹事

横手 裕康会員

今年度は、副会長、幹事を仰せつかりました。

岡本会長が掲げた会長方針「皆で手を取り合おう

D・E・I の下で」を達成すべく、精進してまいりま

す。

当クラブの強みを生かしつつ、変化に対応できる

よう臨機応変に対応できればと思っております。

１年間よろしくお願いします。

直前会長理事/プログラム委員長

道垣内 文夫会員

2022-2023年度プログラム委員長をすることにな

りました。とは言え私自身に卓話をお願いするよう

な人脈がございませんのでもっぱら三宅さんと八條

さんのお力に頼っての１年となります。今年度上半

期は例会数18回ありますが、ほぼ決まり下半期例会

数18回中の８枠を決めれば年間プログラムは完了致

します。ですがスケジュール通りにいかない時がど

うしても発生致します。その際にはクラブフォーラ

ムに変更しクラブ内の課題を取り上げ意見交換をす

るのもクラブ活性化に繋がるのではないでしょう

か。先日のガバナー訪問で取り上げた3つの項目を

掘り下げみんなで取り組んでいけば更に良い方向に

進むのではと思います。健康寿命の延伸・公共イメ

ージの向上・会員増強・その他クラブ運営について

等、拾い上げるものは多数あります。具体的には会

員の喫煙率を下げるためには・・とか、ロータリー

クラブをどうやって広く認知してもらうとか、いく

らでも出てくると思いますので優先順位をつけて会

員のためになるフォーラムを考えてみますのでみな

さんが日頃感じていらっしゃいます事を教えてくだ

さい。1年間どうぞよろしくお願いいたします。

奉仕理事

奥芝 隆会員

従来、もしくはそれ以上に実践出来ればと思って

おります。各委員長さんと共に1年間よろしくお願

いいたします。

社会奉仕においては、広島市こども療育センター

山彦園へ地区補助金を使って「体力・知力向上のた

めの遊具」を寄贈予定としております。昨年も子ど

も達のうれしそうにはしゃぎ回っている姿を見て、



逆に励まされて帰ったものです。そして安佐クラブ

恒例の比治山清掃活動は、今年度は参加人数も多く

なりそうで充実した活動になりそうです。

職業奉仕においては、インターアクト委員会と共

同にて健康100年のテーマに沿った崇徳高校がん予

防講話や、職業人講話も予定しております。また、

職場訪問例会として「リーフランス㈱」での研修を

予定しておりますが、まだ未定です。

国際奉仕においては、例年通りタイ女児中学生の

就学支援を行います。

青少年奉仕においては、インターアクトと連携

し、色々なことにお互い参加し、活動したいと思い

ます。

以上、今年１年どうかよろしくお願いいたしま

す。

財団理事

谷 勝美会員

今年度ガバナー信条「人生100年時代に向けて健

康を伸ばそう～ガン生活習慣病の予防～」また、国

際ロータリー第2710地区ロータリー財団委員会の指

針をもとに財団事業を進めていきたいと思います。

また本年も地区補助金を活用して山彦園への支援を

継続しながら地域社会のニーズに対応する活動を行

うよう取り組みたいと思います。そして財団の寄付

目標に対しましてもご理解とご協力をお願いしま

す。

◎財団の寄付目標

年次基金 150ドル以上/１人

ポリオプラス 30ドル以上/１人

ベネファクター １人以上/クラブ

または恒久基金への寄付 1,000ドル以上/クラブ

◎地区補助金の活用

社会福祉法人 広島市社会福祉事業団 広島市こ

ども療育センター山彦園への支援

（児童の体力知力向上のための遊具）

S.A.A.理事

山岡 稔会員

昨年に引き続きＳＡＡ担当理事に拝命いたしまし

た。山岡 稔でございます。

十年以上変わってないロータリークラブをイマジ

ンしながら少しでも良い方向へ変われるように努力

して参りますのでよろしくご指導、ご鞭撻の程よろ

しくお願い致します。

職業奉仕担当長

黒田 七郎会員

この度、広島安佐ロータリークラブ・職業奉仕担

当長を拝命致しました黒田七郎でございます。

わからないこと多々ですが、尽力いたしますので

皆様、ご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

社会奉仕担当長・クラブ研修リーダー長

松岡 與吉会員

この度社会奉仕担当という大役を仰せつかった松

岡與吉であります。

本年度の岡本会長に安心いただけるお手伝いが

出来ればと思っております。

社会奉仕は例年しておりました、比治山公園清

掃活動が２年間中止となり前年度は段原中学校の生

徒さんの参加はかないませんでしたが、崇徳高校の

生徒さん11名の参加をいただき無事実施することが

～32階からの景色～



国際奉仕担当長

青木 幹丸会員

広島日タイ友好協会を通じての、タイ国女子中学

生奨学金事業へ継続して支援をいただいております

ことに感謝申し上げます。基礎的学力の習得は彼女

たちにとって将来女性としての自立に向けての礎で

す。就学機会の獲得によって灯る未来への希望の光

は、毎年届けられる感謝の言葉によって知ることが

できます。広い意味での識字率向上の事業としてた

いへん意義深いものと思っております。

崇徳高校IACの韓国RI第3690地区との交流事業で

すが、新型コロナウイルスの状況と第2710地区の判

断で再開される時を念頭に置きながら準備だけは整

えておかなければなりません。

ウクライナの問題についても、収束が見通せない

中、人道復興に資する支援を行うべく力を蓄えてお

きたいと考えます。

会員増強理事・会計理事

山口 洋充会員

この度、広島安佐ロータリークラブ・会員増強理

事、会計理事を拝命致しました山口洋充でございま

す。

大役を仰せつかり身の引き締まる思いですが、使

命を全うすべく、全力を尽くす決意でございます。

皆様のお役に立つ仕事をさせて頂こうとの意欲は

十分にございますが、不勉強な点多々ある未熟者で

ございます。

今後とも、皆様方のお力添え、ご指導ご鞭撻を心

からお願い申し上げます。

広報・会報理事/インターアクト委員長

中村 富子会員

2022-23年度 広報・会報理事を拝命しました中村

富子です。

広報・会報理事は2年ぶり3回目となります。

広報・会報理事の主な活動は、「公共イメージと

認知度の向上」で、会員に必要なロータリー情報・

RI情報等を月報として提供することです。

当委員会の目的は、会員の出席への関心を刺激し

て出席率を高め、例会報告・クラブ行事等の内容を

毎週記録として残すことが主ですが、広島安佐ロー

タリークラブの課題である「会員増強」に関して、

当委員会として何ができるかを考えます。

先日のガバナー公式訪問の際、クラブ協議会で

「ロータリーの公共イメージについて」「会員増強

について」などを議題に意見交換をしました。その

際に皆さんからいただいたご意見を参考に、できる

ことから行動したいと思います。

公共イメージでは、ロータリーの活動を広く知っ

ていただくために、マスコミの力を借りるのがいい

のでは・・・という意見が多く出ました。

今は活動報告をWeb上で行っていますが、それでは

既に興味をもってくれている方々にしか伝わらない

ので、TV、新聞、ラジオなどの媒体の力を借りて、

活動を広めて行ければと思います。会員増強に関し

ても同じく、まずは私たちの活動を知っていただく

ことが第一歩だと思います。そのために広報として

できることをしていきたいと考えます。

最後に、過去2回の広報・会報理事の際は、不慣

れなことと忙しさに託つけて、例会報告が遅くなる

ことが多かったので、今年度はできるだけ早く原稿

を上げられるよう努力します。

微力ではありますが頑張りますので、1年間、ど

うぞよろしくお願いします。

インターアクト委員は初めてですが、既に活動は

始まっています。前任の野村会員から申送りを受

け、事務局の三戸さんにフォローしていただきなが

ら進めています。

インターアクトクラブは皆さまご存知のように、

崇徳高校インターアクトクラブの活動を支援する委

青少年奉仕担当長

大北 茂人会員

方針として、未来を担う青少年に将来への希望と

力を与える使命を帯びる。また、青少年の才能を伸

ばし熱意を呼び起こして、個人、あるいは市民とし

ての責任感と指導力を持つ有為な人材へと育成する

ことを目指せなければならないと思っています。

コロナ禍でのこの2年間何も出来ていないのが現状

ですが、今年はRYLAへ参加をしてRYLAを少しでも理

解し、参加者と継続的な関わりを深めていきたいと

思っています。

出来ました。

今年度も段原中学校にご参加をお願いし実施し

たいと思います。

コロナ感染状況によりますが多くの方々に心地

良い汗を流して、充実した一日にしたいと願ってい

ます。



員会です。なので、崇徳高校IACの鴨谷先生との連

絡が主な対応になります。

就任後最初に行った支援活動は、崇徳高校の校内

献血にパンを支援することでした。パンをお届けす

るだけですが、各方面との密なやり取りが求めら

れ、それなりに大変な仕事でした。ただ、崇徳高校

の校長先生はじめ、鴨谷先生、そしてIACの皆さん

に喜んでいただき、とても嬉しかったです。

私はロータリークラブに入ってIACのことを知り

ました。高校生でボランティアを部活にするなんて

とても志しが高いと感心します。そんな皆さんの活

動支援の橋渡し役として、

微力ではありますが頑張ります。

この1年は、高校生の皆さんの仲間入りをさせて

いただいて、私自身成長できたらと思います。

副幹事/米山記念奨学担当長

坂井 信教会員

新しく担当となりました坂井です。入会してまだ

まだ経験が浅いですが、副幹事の岡田会員と一緒

に、幹事の横手会員をサポートして参りたいと思い

ます。

至らぬところもあると思いますが、皆様からのご指

導をよろしくお願いいたします。

また米山記念奨学につきましては、今年度担当す

る学生さんはいらっしゃいませんが

引き続き情報を発信してまいります。

副幹事

岡田 哲也会員

本年度、副幹事の岡田です。坂井副幹事と力を

合わせて、岡本会長、横手幹事を全力でサポートし

ていきます。

何分不慣れなため、皆様にご迷惑をお掛けいたし

ますが、ロータリーの寛容の精神で見守っていただ

けたらと思います。

１年間全力で取り組みますので、よろしくお願い

いたします。

幹事報告

１.BOX配布物

・休会のご案内(9月8日、22日)

２.お知らせ

・北上和賀RCの７月分会報が届いておりますので、

回覧いたします。

8月18日(木) 第 1038 回

本日のプログラム

「理事役員就任挨拶」

ニコニコ箱

￥0 累計￥88,000

会員記念日（8月）
☆お誕生月おめでとうございます

・黒田 七郎会員(S25.8.24.)

・道垣内 文夫会員(S38.8.29.)

☆創業月おめでとうございます

・野村 裕芳会員(リーフラス(株)：H13.8.28)

☆入会月おめでとうございます

・松岡 與吉会員(H19.8.2.)

・道垣内 文夫会員(H23.8.4.)

8月度第2例会、通算

第1038回例会は、久し

ぶりに32階ダイヤモン

ドで開催されました。

その階の北側の窓から

眼下を見下ろしますと

着工から半年、旧中央

公園にはクレーンが林

立し、 2024年2月竣工

予定の新サッカースタ

ジアムが、まさに建築

真っ盛りです。

今日は、まさかのアクシデントも物ともせず例会

に出てこられた黒田会員のお話を聴き、却って元気

をもらったような理事・委員長さんたちが、胸を張

って今年度の抱負を語りました。

（会報・広報代理 青木幹丸）

出席報告 第1036回 7月29日

会員数 19名(内免除1名) 出席率83.33％

出 席 10名 ご来賓 18名

欠 席 9名 ご来客 0名

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 5名 ゲスト 0名



「崇徳高校IAC活動報告」

2022.8.18.

株式会社oHaNa という会社で、発達障がいなど支

援の必要な子どもたちの放課後等デイサービスの会

社で、広島市には楠木町と出汐町にデイサービスが

あります。

今回はそこに通う子どもたちを、海遊びで支援す

るという活動でした。子どもたちは、毎年倉橋島に

行っているので、準備や片付けも率先してやること

ができ、先生方も上手に子どもたちの自立を支援さ

れています。室内遊びだけでなく、時間のある時は

思いっきり外で体験をさせるという先生方の取り組

みにも感銘を受けました。

先生方がおっしゃるには、今回の高校生との活動

で、いつも以上に子どもたちが活き活きとしてい

て、普段あまりコミュニケーションを取れない子ど

もも、高校生になついていて、本当に良かったです

とおっしゃってくださいました。また、高校生もこ

んなに思いっきり海で遊ぶ機会がなかったので、夏

の良い思い出になったということでした。

今後も、こういったイベントに一緒に参加させて

いただき、交流ができたらと思っています。

今回はご支援いただき、ありがとうございまし

た。

（崇徳高校IAC顧問 鴨谷）

2022年8月25日(木) 第1039回例会

3階 瀬戸の間

会長時間

本日は、インターアクトクラブ崇徳学園で献血の

指導をされております、献血ルームもみじ 本通り

出張所 課長補佐 松本 佳子（よしこ）様をお招

きし、卓話を頂戴する事にしております。本年度の

ガバナーの重点項目「健康寿命の延伸」の一環とし

て、これからもそのテーマに相応しい方々を卓話に

お招きしたいと考えております。

尚、詳しいご紹介につきましてはインターアクト

委員長の中村会員よりお願いしたいと思います。

インターアクト事業は、パンデミックの環境下にお

いてさえも年々活動が活発化しており、本年度は色

々な場面でインターアクトの青少年達と共に事業を

推進していく機会も増えていく事と思われますの

で、皆様ご協力の程よろしくお願いいたします。

さて本日は、カメラのファインダーを通して“子

供たちの未来”を育んで来られ、6月1日に93才でご

逝去された「田沼 武能さん」のエピソードをご紹

介致します。

私がお会いした当時、田沼先生は“日本写真家協

会会長”で、1990年に紫綬褒章を、2003年には文化

功労賞を授与されていました。

先生は世界117か国以上を歴訪され、19年に亘り、

ユニセフ親善大使の「黒柳徹子さん」に同行し、世

界中の子供たちを撮影し続け“菊池 寛賞”はじめ

多数の賞を受賞されています。その対談の一端です

が、田沼先生が言われたとても印象的なフレーズが

あります。「子供は一番直接的で、自分の喜怒哀楽

がパット出てくるでしょ。それに、特に途上国の子

供たちは、社会の荒波をもろに受けて生活していま

すから、子供を撮ることでその国の社会背景が見え

てくる。国を映し出す。そう考えています」と。田

沼先生の撮られた写真を見ていると、胸が熱くな

り、涙がこぼれそうになります。その対談では、子

供達の教育の大切さ、子供達を育む眼の大切さ、先

生の写真観である“惚れて、燃える”事で初めて相



「来賓卓話」

崇徳高校での献血活動について

献血ルームもみじ本通り出張所

課長補佐 松本 佳子 様

献血とは

輸血を必要とする患者さんのために健康な人が

無償で血液を提供するいのちのボランティア

手に心が伝わる、その真剣勝負が大切なのだという

事、この三つを学ばせて頂きました。RI会長ジェニ

ファー･ジョーンズ氏はロータリー財団にイマジン

しています。「ロータリー財団は、皆さまからの寄

付を世界各地での奉仕活動に役立てています。100

年以上も前に創立されて以来、ロータリー財団は、

教育の支援や持続可能な成果を生み出すプロジェク

トに総額40億ドル以上の資金を提供してきました。

ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人び

との健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環

境保全に取り組み、貧困をなくすことを通じて、世

界理解、親善、平和を構築できるよう支援すること

です」

周囲の方々にロータリー財団の活動と、ロータリア

ン精神に対して一層の理解を深めて頂く事が、メン

バー増強にもつながっていくと思いますので、皆様

よろしくお願いいたします。 以上で会長時間を終

わります。



幹事報告

8月25日(木) 第 1039 回

本日のプログラム

「来賓卓話」

崇徳高校での献血活動について

献血ルームもみじ本通り出張所

課長補佐 松本 佳子 様

ニコニコ箱

￥1,000 累計￥104,000

☆岡本 忠文会員

本日の卓話者、献血ルームもみじ本通り出張

所課長補佐 松本佳子様、ようこそお越し下さ

いました。卓話、楽しみにしておりますのでよ

ろしくお願いいたします。

１.BOX配布物

・「崇徳高校IACマナー講習夜間例会」のご案内

・8月分定例理事役員会議事録

・9月の例会プログラム

２.例会変更

・広島陵北RC「野球観戦夜間例会」

と き：9月2日（金）17：30～※9/7変更

ところ：マツダスタジアム

8月25日（木）。

今日は、ゲスト卓話に「献血ルームもみじ課長補

佐 松本佳子様」にお越しいただき、「崇徳高校で

の献血活動」についてお話いただきました。

平成27年より、広島安佐RCは崇徳高校のIAC（イ

ンターアクトクラブ）を支援しています。その関係

でこの度、松本様による卓話が叶いました。お話は

題目の通り「崇徳高校での献血活動について」で、

崇徳高校が献血活動に力を入れることとなったきっ

かけや、新聞部・IACの熱心な活動についてお話い

ただきました。さらに、献血の現状も知ることがで

き為になりました。

崇徳高校IACの生徒さんが「献血は、ほんの少し

の勇気と時間で誰かの命を救うことができる」と言

ったそうです。献血は誰にでもできるボランティア

と言います。ただこうした気持ちと行動の積み重ね

が大きな力になると感じました。恥ずかしながら私

は献血未経験者です。この度のご縁をきっかけに、

一度、献血センターに行ってみようと思います。

そして今日は、月に1度の「100万$の食事」でし

た。メニューはカレーライス！リーガロイヤルホテ

ルのカレーはすごく美味しくて、毎月最終例会が楽

しみです。「美味しい食事をいただいて、誰かの役

に立つ」これも素敵なことです。

（広報・会報理事 中村 富子）

出席報告 第1037回 8月4日

会員数 19名(内免除1名) 出席率83.33％

出 席 13名 ご来賓 2名

欠 席 6名 ご来客 0名

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 2名 ゲスト 0名

崇徳高校IAC募金
８月分

谷会員・松岡会員・奥芝会員・岡本会員

合計 4,000円

総額 8,000円

※７月個人別出席一覧表は、次号に掲載さ

せていただきます。


